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1. 平成29年3月期の業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 23,290 6.3 9,954 8.8 10,995 5.2 7,669 12.2

28年3月期 21,912 10.5 9,153 7.0 10,452 △0.1 6,834 6.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 204.08 ― 7.8 9.6 42.7

28年3月期 181.85 ― 7.3 9.6 41.8

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 ―百万円 28年3月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 117,930 100,042 84.8 2,661.96

28年3月期 112,425 95,531 85.0 2,541.93

（参考） 自己資本 29年3月期 100,042百万円 28年3月期 95,531百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 8,676 5,565 △2,631 81,300

28年3月期 9,552 4,234 △2,180 69,689

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― 30.00 ― 35.00 65.00 2,442 35.7 2.6

29年3月期 ― 35.00 ― 35.00 70.00 2,630 34.3 2.6

30年3月期(予想) ― 40.00 ― 40.00 80.00 39.3

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,300 2.7 4,530 0.2 5,030 3.0 3,476 0.0 92.49

通期 24,000 3.0 10,080 1.3 11,080 0.8 7,656 △0.2 203.71



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 40,352,000 株 28年3月期 40,352,000 株

② 期末自己株式数 29年3月期 2,769,893 株 28年3月期 2,769,779 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 37,582,133 株 28年3月期 37,582,238 株

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報による判断、仮定および確信に基づくものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありま
せん。実際の業績は、今後経済情勢、事業運営における様々な状況変化によって、予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は添付資料4
ページをご参照ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当期におけるわが国経済は、消費税率引き上げの先送り、海外の政治情勢（英国のEU離脱、米国の政策転換リスク

等）の影響による金融市場の混乱や経済不安など、国内景況に影響する様々な事象が発生し、経済の先行きは慎重な

姿勢を崩しておりません。さらに、労働環境の改善、働き方のダイバーシティ化等「働き方改革」に注目が集まる

中、人口構造の変化による生産年齢人口の低下や、依然として続くデフレ環境など、先行きの不透明な経済状況にあ

り、実質賃金があがらない等の不況感から、個人消費は伸び悩んでおります。

経済状況は停滞の様相を呈しておりますが、当社の属する情報サービス産業では、ビッグデータの活用、AIやIoT

の発展等、業界を取り巻く環境は引き続き変化を続けており、中でもクラウドコンピューティングの利活用が当たり

前の環境になりつつあります。 

このような環境のもと、当社は「顧客第一主義」を念頭に置き、企業の業務とユーザーの「使いやすさ」にフォー

カスし、市場のニーズの変化に対応した製品サービスの開発およびサポート体制の構築に注力してまいりました。 

当期では、上期には「OBCパートナーカンファレンス2016」を開催し、各地のパートナー様と当社の販売戦略を共

有することで、足並みをそろえてユーザー様のニーズに合ったサービスを提供してまいりました。 

第３四半期よりあらたに「クラウドファースト」を掲げ、奉行フォーラム2016を開催し「業務が変わる。クラウド

で変える。」をテーマとして企業業務におけるクラウドの活用について、ユーザー様、パートナー様に幅広く提案を

行ってまいりました。そして2016年12月には、奉行シリーズのSaaS型クラウド製品の先駆けとして、新たに「奉行J

クラウド」を発表いたしました。 

このような施策の結果、売上高232億90百万円（前期比6.3％増）、営業利益99億54百万円（同8.8％増）、経常利

益109億95百万円（同5.2％増）、当期純利益76億69百万円（同12.2％増）となりました。

なお、売上高が前期比6.3％増加した主な要因は、法制度改正による保守契約やその関連するサービス等の売上が

増加したことによるものであります。営業利益が同8.8％、経常利益が同5.2％、当期純利益が同12.2％それぞれ増加

した主な要因についても、売上高の増加が寄与したことによるものです。

当社はソフトウェア事業の単一セグメントとし、品目別に「プロダクト」（ソリューションテクノロジー及び関連

製品）と「サービス」で区分し、販売実績の品目別に開示することにしております。なお当期の品目別の売上状況は

次のとおりです。 

（ソリューションテクノロジー及び関連製品）

当期のプロダクト（ソリューションテクノロジー及び関連製品）の売上高は前期比4.3％減少し、102億59百万円と

なり売上高構成比44.1％となりました。

マイナンバー制度の実務に対応した製品への需要が一巡したことにより、ソリューションテクノロジー売上高は70

億18百万円（前期比3.8％減）、関連製品売上高は32億41百万円（前期比5.4％減）とそれぞれ減収となりました。 

（サービス）

当期におけるサービスの売上高は前期比16.4％増加し、130億30百万円となり売上高構成比55.9％となりました。

これは、法制度改正による保守契約やその関連するサービス等が売上に寄与したことによるものです。 

 売上高前年同期比較                                （単位：百万円・％） 

 

前事業年度 

（自 平成27年４月１日 

 至 平成28年３月31日） 

当事業年度 

（自 平成28年４月１日 

 至 平成29年３月31日） 

前年同期比較 

売上高 構成比 売上高 構成比 増減額 同期比 

 プロダクト 10,719 48.9 10,259 44.1 △460 △4.3

  ソリューションテクノロジー 7,292 33.3 7,018 30.2 △274 △3.8

  関連製品 3,426 15.6 3,241 13.9 △185 △5.4

  サービス 11,192 51.1 13,030 55.9 1,837 16.4

合 計 21,912 100.0 23,290 100.0 1,377 6.3
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(2）当期の財政状態の概況 

（資産）

当事業年度末における流動資産は895億60百万円となり、前事業年度末に比べ110億77百万円増加いたしました。こ

れは主に現金及び預金が116億11百万円、売掛金が３億21百万円増加し、有価証券が８億38百万円減少したことによ

るものであります。固定資産は283億70百万円となり、前事業年度末に比べ55億71百万円減少いたしました。これは

主に投資その他の資産が57億７百万円減少したことによるものであります。 

この結果、総資産は、1,179億30百万円となり、前事業年度末に比べ55億５百万円増加いたしました。 

（負債） 

当事業年度末における流動負債は138億35百万円となり、前事業年度末に比べ９億51百万円増加いたしました。こ

れは主に未払法人税等が４億31百万円、前受収益が４億60百万円増加したことによるものであります。固定負債は40

億52百万円となり、前事業年度末に比べ43百万円増加いたしました。これは主に退職給付引当金が99百万円増加し、

繰延税金負債が82百万円減少したことによるものであります。 

この結果、負債合計は、178億88百万円となり、前事業年度に比べ９億94百万円増加いたしました。 

（純資産） 

当事業年度末における純資産合計は1,000億42百万円となり、前事業年度末に比べ45億10百万円増加いたしまし

た。これは主に利益剰余金が50億39百万円増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は84.8％となりました。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況 

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ116億11百万円増加

し、当事業年度末には813億円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、86億76百万円（前年同期比８億75百万円減）となりました。

主なプラス要因は、税引前当期純利益の計上額109億55百万円等であり、主なマイナス要因は、法人税の支払額27

億30百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、55億65百万円（前年同期比13億30百万円増）となりました。

主なプラス要因は、投資有価証券の売却による収入60億53百万円等であり、主なマイナス要因は、有形固定資産の

取得による支出３億30百万円、無形固定資産の取得による支出１億44百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、26億31百万円（前年同期21億80百万円の使用）となりました。

これは、配当金の支払額26億30百万円等によるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

自己資本比率（％） 86.5 85.0 84.8

時価ベースの自己資本比率（％） 147.9 160.0 177.8 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） － － －

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） － － －

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注２）キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。 

（注３）有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま 

    す。
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(4）今後の見通し 

 今後の見通しにつきましては、ひきつづき米国をはじめとした保守的政策への転換、英国のEU離脱、新興国の景気

減退といった海外の政治情勢の影響など、先行きの不透明な経済状況が続くと予想されます。

 当社の属する情報サービス産業については、依然として不透明な経済状況を背景に、各企業では設備投資への意欲

はあるものの増額は見込まれず、なるべく費用を抑えて設備投資を進めようという基調にあると推測されます。費用

を抑えるためには、クラウド環境への移行は必然的と考えられ、ますますクラウドの重要性は増していくものと推測

されます。

 このような状況の中で、当社は「顧客第一主義」を念頭におき、広く顧客及びパートナー企業に高い満足をいただ

ける基幹業務システムや業務サービスの企画、開発と、サポート＆サービスの提供に努めて参ります。主力製品であ

る奉行シリーズについては、2016年12月に発表したSaaS型クラウド製品である「奉行Jクラウド」を皮切りとして、

顧客のニーズに沿った次世代の製品へと成長を続けてまいります。また、主力の奉行シリーズのほか、基幹業務の垣

根を越えた範囲の企業業務に対応し、業務生産性や業務対応力を向上させる「業務サービス」の充実を図るなど、顧

客及びパートナー企業との安定かつ長期的な取引関係を構築し、収益基盤の充実を図ってまいります。

 そして上記の施策を実現するためには、顧客企業の業務への深い理解と幅広い製品知識、そしてそれらを踏まえた

商品提案力、さらにサービスブランド商品をパートナー企業に理解していただくなどパートナーシップが求められま

す。人材育成とビジネスモデル構築の両面から営業力やサポート力の強化を図り、社会のクラウド化の波を当社の掲

げる「クラウドファースト」戦略の追い風として受け止め、「奉行10シリーズ」や「奉行クラウド」そして「業務サ

ービス」を、お客様のニーズに合わせて企業業務全体を包括する製品として拡販してまいります。

 以上により、次期の見通しといたしましては、プロダクト（ソリューションテクノロジー及び関連製品）の売上高

は104億10百万円、サービス売上高で135億90百万円を予定し、売上高240億円、営業利益100億80百万円、経常利益

110億80百万円、当期純利益76億56百万円を計画しております。

 また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

(5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社の配当政策は、第一に株主に対する長期に安定した利益還元を維持することであります。一方で当業界は成長

産業であり、利益還元を維持するには、今後の研究開発活動並びに開発環境（先進ＩＴテクノロジーの基礎環境）の

整備、営業戦力の強化などが必要不可欠であります。よって企業体質をより強固なものとし、安定的な利益を確保す

るための内部留保を充実し、実績に裏付けされた成果の配分を行うことを基本方針としております。

 内部留保資金については、財務体質強化、事業開発、プロフェッショナル人材の育成、中長期的視点に立った先進

技術等の研究開発及び生産力並びに品質力向上等に有効投資してまいりたいと考えております。今後も１株当たりの

利益水準を高めるべく収益力の向上に努め、その収益力を基準に総合的な判断により成果の配分を行いたいと考えて

おります。

 なお、現在の自己株式数は、2,769,893株であります。

（参考）

  第２四半期末 期末 年間

当期配当（円） 35.00 35.00 70.00

次期の配当予想（円） 40.00 40.00 80.00
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２．企業集団の状況

 当企業集団は、株式会社オービックビジネスコンサルタント（当社）、関連会社１社、その他の関係会社１社及びそ

の他の関係会社の子会社１社で構成されており、当社は主にビジネスソリューションテクノロジー及びＩＴ（情報技

術）ソリューションテクノロジーの開発メーカーとして、販売パートナーや情報技術を通してプロダクトを顧客に販売

し、保守・導入指導等のサービス提供を行っております。

 関連会社ユニオンソフト株式会社（当社出資比率29.8％）は、ビジネスソフトウェア（手形の達人等）の開発販売を

行っております。 

 その他の関係会社株式会社オービックにおいては、コンピュータのシステムインテグレーション事業、システムサポ

ート事業を行っており、当社ソフトウェアプロダクトの一部を販売しております。また、その他の関係会社の子会社株

式会社オービックオフィスオートメーションにおいては、ＯＡ関連機器の販売及び消耗品の販売を行っており、当社ソ

フトウェアプロダクトの販売も行っております。

 当企業集団の取引を図示しますと次の通りとなります。

 

［事業系統図］

 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する方

針であります。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対

応していく方針であります。
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４．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当事業年度 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 69,699,288 81,310,586 

受取手形 1,164,307 1,355,660 

売掛金 5,833,559 6,154,738 

有価証券 838,040 － 

商品及び製品 144,859 132,528 

仕掛品 1,510 998 

原材料及び貯蔵品 72,540 64,110 

前払費用 98,573 206,007 

繰延税金資産 305,013 331,890 

未収入金 328,751 6,846 

その他 13,276 6,926 

貸倒引当金 △16,587 △10,067 

流動資産合計 78,483,135 89,560,226 

固定資産    

有形固定資産    

建物 443,783 558,205 

減価償却累計額 △277,246 △284,964 

建物（純額） 166,536 273,241 

車両運搬具 11,235 12,837 

減価償却累計額 △11,235 △2,616 

車両運搬具（純額） 0 10,221 

工具、器具及び備品 956,870 938,797 

減価償却累計額 △828,075 △744,771 

工具、器具及び備品（純額） 128,795 194,026 

有形固定資産合計 295,331 477,488 

無形固定資産    

電話加入権 13,003 13,003 

ソフトウエア 450,745 390,468 

ソフトウエア仮勘定 322 14,587 

無形固定資産合計 464,071 418,059 

投資その他の資産    

投資有価証券 32,524,517 26,802,115 

関係会社株式 16,093 16,093 

長期未収入金 － 114,030 

敷金及び保証金 608,341 623,002 

会員権 37,780 37,780 

破産更生債権等 3,212 3,632 

貸倒引当金 △7,362 △121,812 

投資その他の資産合計 33,182,582 27,474,840 

固定資産合計 33,941,985 28,370,388 

資産合計 112,425,121 117,930,615 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当事業年度 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 260,347 233,771 

未払金 575,600 529,131 

未払費用 661,761 769,860 

未払法人税等 1,489,044 1,920,409 

未払消費税等 266,289 281,957 

預り金 68,272 70,339 

前受収益 9,502,113 9,962,491 

役員賞与引当金 57,450 64,000 

その他 3,858 4,035 

流動負債合計 12,884,737 13,835,996 

固定負債    

繰延税金負債 2,543,787 2,461,461 

退職給付引当金 1,368,045 1,467,430 

資産除去債務 97,272 123,581 

固定負債合計 4,009,105 4,052,473 

負債合計 16,893,842 17,888,470 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,519,000 10,519,000 

資本剰余金    

資本準備金 18,415,000 18,415,000 

その他資本剰余金 534,268 534,268 

資本剰余金合計 18,949,268 18,949,268 

利益剰余金    

利益準備金 140,610 140,610 

その他利益剰余金    

別途積立金 48,100,000 52,100,000 

繰越利益剰余金 12,924,421 13,963,562 

利益剰余金合計 61,165,032 66,204,172 

自己株式 △5,348,339 △5,348,878 

株主資本合計 85,284,961 90,323,562 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 10,246,317 9,718,582 

評価・換算差額等合計 10,246,317 9,718,582 

純資産合計 95,531,278 100,042,145 

負債純資産合計 112,425,121 117,930,615 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高    

売上高合計 21,912,506 23,290,465 

売上原価    

売上原価合計 3,421,749 3,543,925 

売上総利益 18,490,757 19,746,539 

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 9,337,508 ※１,※２ 9,792,368 

営業利益 9,153,248 9,954,170 

営業外収益    

受取利息 5,687 350 

有価証券利息 51,176 19,001 

受取配当金 904,889 840,247 

投資有価証券売却益 78,476 42,769 

投資事業組合運用益 223,140 191,749 

その他 69,132 64,534 

営業外収益合計 1,332,503 1,158,653 

営業外費用    

為替差損 29,004 － 

貸倒引当金繰入額 － 114,030 

その他 4,340 3,461 

営業外費用合計 33,344 117,491 

経常利益 10,452,408 10,995,332 

特別利益    

固定資産売却益 ※３ 154,500 ※３ 1,638 

投資有価証券売却益 － 5,038 

特別利益合計 154,500 6,676 

特別損失    

固定資産除却損 143 3,573 

投資有価証券評価損 100,431 667 

関係会社出資金譲渡損 21,543 － 

会員権評価損 2,000 － 

役員退職慰労金 － 42,500 

特別損失合計 124,119 46,740 

税引前当期純利益 10,482,789 10,955,269 

法人税、住民税及び事業税 3,160,282 3,161,554 

法人税等調整額 488,179 123,822 

法人税等合計 3,648,461 3,285,376 

当期純利益 6,834,327 7,669,892 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

                  (単位：千円) 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本合計  
資本準備金 その他資本剰

余金 
資本剰余金合

計 利益準備金 
その他利益剰余金 

利益剰余金合

計   別途積立金 繰越利益剰余

金 

当期首残高 10,519,000 18,415,000 534,268 18,949,268 140,610 44,100,000 12,269,865 56,510,476 △5,348,014 80,630,730 

当期変動額                    

別途積立金の積立           4,000,000 △4,000,000 －   － 

剰余金の配当             △2,179,771 △2,179,771   △2,179,771 

当期純利益             6,834,327 6,834,327   6,834,327 

自己株式の取得                 △325 △325 

株主資本以外の項

目の当期変動額

（純額） 
                   

当期変動額合計 － － － － － 4,000,000 654,555 4,654,555 △325 4,654,230 

当期末残高 10,519,000 18,415,000 534,268 18,949,268 140,610 48,100,000 12,924,421 61,165,032 △5,348,339 85,284,961 

 

       

  評価・換算差額等 
純資産合計 

  その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 

当期首残高 10,363,977 10,363,977 90,994,707 

当期変動額      

別途積立金の積立     － 

剰余金の配当     △2,179,771 

当期純利益     6,834,327 

自己株式の取得     △325 

株主資本以外の項

目の当期変動額

（純額） 
△117,659 △117,659 △117,659 

当期変動額合計 △117,659 △117,659 4,536,571 

当期末残高 10,246,317 10,246,317 95,531,278 
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当事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

                  (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本合計   
資本準備金 その他資本剰

余金 
資本剰余金合

計 利益準備金 
その他利益剰余金 

利益剰余金合

計   別途積立金 繰越利益剰余

金 

当期首残高 10,519,000 18,415,000 534,268 18,949,268 140,610 48,100,000 12,924,421 61,165,032 △5,348,339 85,284,961 

当期変動額                     

別途積立金の積立           4,000,000 △4,000,000 －   － 

剰余金の配当             △2,630,751 △2,630,751   △2,630,751 

当期純利益             7,669,892 7,669,892   7,669,892 

自己株式の取得                 △539 △539 

株主資本以外の項

目の当期変動額

（純額） 
                    

当期変動額合計 － － － － － 4,000,000 1,039,140 5,039,140 △539 5,038,601 

当期末残高 10,519,000 18,415,000 534,268 18,949,268 140,610 52,100,000 13,963,562 66,204,172 △5,348,878 90,323,562 

 

        

  評価・換算差額等 
純資産合計 

  その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 

当期首残高 10,246,317 10,246,317 95,531,278 

当期変動額       

別途積立金の積立     － 

剰余金の配当     △2,630,751 

当期純利益     7,669,892 

自己株式の取得     △539 

株主資本以外の項

目の当期変動額

（純額） 
△527,734 △527,734 △527,734 

当期変動額合計 △527,734 △527,734 4,510,866 

当期末残高 9,718,582 9,718,582 100,042,145 
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（４）キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益 10,482,789 10,955,269 

減価償却費 245,013 306,590 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 243,989 99,385 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5,050 6,550 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,500 107,930 

受取利息配当金 △961,754 △859,599 

投資有価証券売却益 △78,476 △47,808 

投資有価証券評価損益（△は益） 100,431 667 

関係会社出資金譲渡損 21,543 － 

会員権評価損 2,000 － 

固定資産売却損益（△は益） △154,500 △1,638 

固定資産除却損 143 3,573 

投資事業組合運用損益（△は益） △223,140 △191,749 

売上債権の増減額（△は増加） △233,244 △512,531 

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,567 21,273 

前払費用の増減額（△は増加） △17,520 △107,433 

仕入債務の増減額（△は減少） △47,083 △26,575 

未払消費税等の増減額（△は減少） △251,608 15,668 

未払費用の増減額（△は減少） 50,461 108,098 

前受収益の増減額（△は減少） 2,054,605 460,377 

その他 107,993 201,864 

小計 11,337,624 10,539,911 

利息及び配当金の受取額 962,264 867,270 

法人税等の支払額 △2,747,409 △2,730,189 

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,552,479 8,676,993 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の売却による収入 4,253,621 6,053,032 

有形固定資産の取得による支出 △84,613 △330,351 

有形固定資産の売却による収入 260,000 1,638 

無形固定資産の取得による支出 △117,615 △144,101 

敷金及び保証金の差入による支出 △92,546 △28,439 

敷金及び保証金の回収による収入 15,781 13,778 

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,234,626 5,565,558 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △2,179,934 △2,630,714 

自己株式の取得による支出 △325 △539 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,180,259 △2,631,253 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,606,847 11,611,297 

現金及び現金同等物の期首残高 58,082,441 69,689,288 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 69,689,288 ※ 81,300,586 
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1）満期保有目的の債券

 償却原価法（定額法）

(2）子会社株式及び関連会社株式 

 移動平均法による原価法

(3）その他有価証券

時価のあるもの

 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）

時価のないもの

投資事業有限責任組合等に対する出資金

 当該投資事業有限責任組合等の直近の事業年度における純資産の当社持分割合で評価

その他

 移動平均法による原価法
 

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

製品・原材料・仕掛品・貯蔵品

  移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

３．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

 定率法によっております。ただし、平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用

しております。

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物     ３～15年

車両運搬具  ４～６年

器具及び備品 ４～20年

(2）少額減価償却資産

 取得価額が10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、３年間で均等償却しております。

(3）無形固定資産

 ソフトウエア（自社利用分）については、社内における見込利用可能期間（５年）による定額法によっておりま

す。
 

４．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2）役員賞与引当金

 役員の賞与支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しております。

(3）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

① 退職給付見込額の期間帰属方法

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付

算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

  数理計算上の差異は、その発生時に一括して費用処理しております。

  過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による

定額法により費用処理しております。 
 

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

キャッシュ・フロー計算書上の資金（現金及び現金同等物）には、手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以

内に満期の到来する流動性の高い、かつ、価値変動について僅少なリスクしか負わない短期投資を計上しておりま

す。
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６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当事業年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備に係る減

価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益に与える影響は軽微であります。

（損益計算書関係）

※１ 販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度53.5％、当事業年度50.9％、一般管理費に属する費用のおお

よその割合は前事業年度46.5％、当事業年度49.1％であります。

販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前事業年度 

（自 平成27年４月１日 
  至 平成28年３月31日） 

 当事業年度 
（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

広告宣伝費 836,480千円 809,550千円 

給与・賞与 2,354,309 2,475,439

役員賞与引当金繰入額 57,450 64,000

退職給付費用 122,782 54,776

賃借料 663,020 708,195

減価償却費 58,588 87,111

研究開発費 2,234,865 2,343,720

 

※２ 一般管理費に含まれる研究開発費の総額

 前事業年度 
（自 平成27年４月１日 

  至 平成28年３月31日） 

 当事業年度 
（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

2,234,865千円 2,343,720千円 

 

※３ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

 
 前事業年度 

（自 平成27年４月１日 
  至 平成28年３月31日） 

 当事業年度 
（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

土地 154,500千円 － 

車両運搬具 － 1,638千円 
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（千株）

当事業年度増加株
式数（千株）

当事業年度減少株
式数（千株）

当事業年度末株式
数（千株）

発行済株式        

普通株式 40,352 － － 40,352

合計 40,352 － － 40,352

自己株式        

普通株式 2,769 0 － 2,769

合計 2,769 0 － 2,769
 
（注）普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加61株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月23日 

定時株主総会
普通株式 1,052,303 28 平成27年３月31日 平成27年６月24日

平成27年10月21日 

取締役会
普通株式 1,127,467 30 平成27年９月30日 平成27年11月24日

 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月27日 

定時株主総会
普通株式 1,315,377 利益剰余金 35 平成28年３月31日 平成28年６月28日

当事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（千株）

当事業年度増加株
式数（千株）

当事業年度減少株
式数（千株）

当事業年度末株式
数（千株）

発行済株式        

普通株式 40,352 － － 40,352

合計 40,352 － － 40,352

自己株式        

普通株式 2,769 0 － 2,769

合計 2,769 0 － 2,769

 
（注）普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加114株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。
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３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月27日 

定時株主総会
普通株式 1,315,377 35 平成28年３月31日 平成28年６月28日

平成28年10月31日 

取締役会
普通株式 1,315,373 35 平成28年９月30日 平成28年11月24日

 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月26日 

定時株主総会
普通株式 1,315,373 利益剰余金 35 平成29年３月31日 平成29年６月27日

 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

   
前事業年度

（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

当事業年度
（自  平成28年４月１日
至  平成29年３月31日）

  現金及び預金 69,699,288千円 81,310,586千円

  預入期間が３ケ月を超える定期預金 △10,000 △10,000

  現金及び現金同等物 69,689,288 81,300,586

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針

余資の運用については、安全性、流動性及び収益性等の各種要素を総合的に考慮した上で、金融商品を選定す

る方針を採っております。

（2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形、売掛金及び未収入金は、顧客の信用リスクに晒されております。

投資有価証券は、主に配当収入を期待する投資有価証券の運用ですが、市場価格及び為替の変動リスクに晒さ

れております。

営業債務である買掛金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。

（3）金融商品に係るリスク管理体制

① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

営業債権については、販売管理規程及び売掛債権管理に関しての内規に従い、営業部門並びに管理部門が主

要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等

の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

満期保有目的の債券は、資金運用規程に従い、安全度の高い運用を行っているため、信用リスクは僅少であ

ります。

② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、また、満期保有目

的の債券以外のものについては、市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しておりま

す。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含ま

れております。当該価額の算定において変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ

り、当該価額が変動することがあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項 

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極

めて困難と認められるものは含まれておりません。（（注）２.参照）

前事業年度（平成28年３月31日） 

 
貸借対照表計上額 

（千円） 
時価（千円） 差額（千円） 

(1）現金及び預金 69,699,288 69,699,288 － 

(2）受取手形 1,164,307    

(3）売掛金 5,833,559    

(4）未収入金 328,751    

    貸倒引当金（※） △16,587    

    受取手形、売掛金及
び未収入金（純額） 

7,310,031 7,310,031 － 

(5）有価証券 838,040 834,055 △3,984

(6）投資有価証券 30,322,467 30,322,467 － 

資産計 108,169,827 108,165,842 △3,984

(1）買掛金 260,347 260,347 － 

(2）未払金 575,600 575,600 － 

(3）未払法人税等 1,489,044 1,489,044 － 

(4）未払消費税等 266,289 266,289 － 

負債計 2,591,281 2,591,281 － 
 
※ 受取手形、売掛金及び未収入金に対して計上している貸倒引当金を控除しております。 

当事業年度（平成29年３月31日） 

 
貸借対照表計上額 

（千円） 
時価（千円） 差額（千円） 

(1）現金及び預金 81,310,586 81,310,586 － 

(2）受取手形 1,355,660    

(3）売掛金 6,154,738    

(4）未収入金 6,846    

    貸倒引当金（※１） △10,067    

    受取手形、売掛金及
び未収入金（純額） 

7,507,178 7,507,178 － 

(5）有価証券 － － － 

(6）投資有価証券 25,239,807 25,239,807 － 

(7）長期未収入金 114,030    

貸倒引当金（※２） △114,030    

  － － － 

資産計 114,057,571 114,057,571 － 

(1）買掛金 233,771 233,771 － 

(2）未払金 529,131 529,131 － 

(3）未払法人税等 1,920,409 1,920,409 － 

(4）未払消費税等 281,957 281,957 － 

負債計 2,965,270 2,965,270 － 
 
※１ 受取手形、売掛金及び未収入金に対して計上している貸倒引当金を控除しております。 

※２ 長期未収入金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。 

 （注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資産

（1）現金及び預金、（2）受取手形、（3）売掛金、（4）未収入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており

ます。

（5）有価証券、（6）投資有価証券

これらの時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融機関等か

ら提示された価格によっております。また保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有

価証券関係」をご参照ください。 
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（7）長期未収入金 

長期未収入金の時価の算定は、個別の回収可能性を検討し、回収不能見込額を貸倒引当金として控除した

金額によっております。

負債 

    （1）買掛金、（2）未払金、（3）未払法人税等、（4）未払消費税等

       これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており

ます。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）
 

区分
前事業年度

（平成28年３月31日）
当事業年度

（平成29年３月31日）

非上場株式 409,975 405,694

投資事業有限責任組合 1,792,075 1,156,613

関係会社株式 16,093 16,093

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「（6）投資

有価証券」には含めておりません。

３．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成28年３月31日） 

 
１年以内 
（千円） 

１年超 
５年以内 
（千円） 

５年超 
10年以内 
（千円） 

10年超 
（千円） 

 現金及び預金 69,699,288 － － － 

 受取手形 1,164,307 － － － 

 売掛金 5,833,559 － － － 

 未収入金 328,751 － － － 

 有価証券        

  満期保有目的の債券        

   その他 838,040 － － － 

 合計 77,863,947 － － － 

 

当事業年度（平成29年３月31日） 

 
１年以内 
（千円） 

１年超 
５年以内 
（千円） 

５年超 
10年以内 
（千円） 

10年超 
（千円） 

 現金及び預金 81,310,586 － － － 

 受取手形 1,355,660 － － － 

 売掛金 6,154,738 － － － 

 未収入金 6,846 － － － 

 長期未収入金 － 114,030 － － 

 合計 88,827,831 114,030 － － 
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（有価証券関係）

１．満期保有目的の債券

前事業年度（平成28年３月31日） 

  種類 
貸借対照表計上額 

（千円） 
時価 

（千円） 
差額（千円） 

時価が貸借対照表計

上額を超えるもの 

(1）国債・地方債等 － － － 

(2）社債 － － － 

(3）その他 338,040 343,110 5,070 

小計 338,040 343,110 5,070 

時価が貸借対照表計

上額を超えないもの 

(1）国債・地方債等 － － － 

(2）社債 － － － 

(3）その他 500,000 490,945 △9,055 

小計 500,000 490,945 △9,055 

合計 838,040 834,055 △3,984 

 

当事業年度（平成29年３月31日） 

  種類 
貸借対照表計上額 

（千円） 
時価 

（千円） 
差額（千円） 

時価が貸借対照表計

上額を超えるもの 

(1）国債・地方債等 － － － 

(2）社債 － － － 

(3）その他 － － － 

小計 － － － 

時価が貸借対照表計

上額を超えないもの 

(1）国債・地方債等 － － － 

(2）社債 － － － 

(3）その他 － － － 

小計 － － － 

合計 － － － 

 

２．子会社株式及び関連会社株式

関連会社株式(当事業年度及び前事業年度の貸借対照表計上額は16,093千円）は、市場価格がなく、時価を把握す

ることが極めて困難と認められることから、記載しておりません。
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３．その他有価証券

前事業年度（平成28年３月31日） 

  種類 
貸借対照表計上額 

（千円） 
取得原価 
（千円） 

差額（千円） 

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

るもの 

(1）株式 2,402,777 844,064 1,558,713 

(2）債券      

①国債・地方債等 － － － 

②社債 － － － 

③その他 － － － 

(3）その他 25,215,661 11,160,348 14,055,313 

小計 27,618,439 12,004,412 15,614,027 

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

ないもの 

(1）株式 102,068 115,052 △12,984 

(2）債券      

①国債・地方債等 － － － 

②社債 － － － 

③その他 － － － 

(3）その他 2,601,959 3,432,623 △830,664 

小計 2,704,027 3,547,675 △843,648 

合計 30,322,467 15,552,088 14,770,379 

(注）非上場株式（貸借対照表計上額 409,975千円）及び投資事業有限責任組合等の出資金（貸借対照表計上額 

1,792,075千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の

「その他有価証券」には含めておりません。

 

当事業年度（平成29年３月31日） 

  種類 
貸借対照表計上額 

（千円） 
取得原価 
（千円） 

差額（千円） 

貸借対照表計上額
が取得原価を超え

るもの 

(1）株式 2,745,513 831,715 1,913,797 

(2）債券      

①国債・地方債等 － － － 

②社債 － － － 

③その他 － － － 

(3）その他 22,494,293 10,412,054 12,082,238 

小計 25,239,807 11,243,770 13,996,036 

貸借対照表計上額
が取得原価を超え

ないもの 

(1）株式 － － － 

(2）債券      

①国債・地方債等 － － － 

②社債 － － － 

③その他 － － － 

(3）その他 － － － 

小計 － － － 

合計 25,239,807 11,243,770 13,996,036 

(注）非上場株式（貸借対照表計上額 405,694千円）及び投資事業有限責任組合等の出資金（貸借対照表計上額 

1,156,613千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の

「その他有価証券」には含めておりません。

- 19 -

㈱オービックビジネスコンサルタント(4733)平成29年３月期決算短信[日本基準]（非連結）



４．売却したその他有価証券

前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日) 

種類 売却額（千円）
売却益の合計額

（千円）
売却損の合計額

（千円）

（1）株式

（2）債券

  ①国債・地方債等

  ②社債

  ③その他

（3）その他

18,931

 

－ 

－ 

－ 

3,708,283 

18,015 

 

－ 

－ 

－ 

593,226 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

532,765 

 合計 3,727,214 611,242 532,765

 

当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日) 

種類 売却額（千円）
売却益の合計額

（千円）
売却損の合計額

（千円）

（1）株式

（2）債券

  ①国債・地方債等

  ②社債

  ③その他

（3）その他

443,594

 

－ 

－ 

－ 

4,766,992 

314,233 

 

－ 

－ 

－ 

242,261

－ 

 

－ 

－ 

－ 

508,686

 合計 5,210,587 556,494 508,686

 

５．減損処理を行った有価証券

前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日) 

当事業年度において、有価証券について100,431千円（投資有価証券100,431千円）減損処理を行っております。

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行

い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行っており

ます。

また、時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券については、期末において発行会社の財政状態の

悪化等により実質価額が著しく低下した場合には、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられる場合を除き、減

損処理を行うこととしております。

 

当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日) 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 
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（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に充てるため、非積立型の確定給付制度を採用しております。

なお退職一時金制度（非積立型制度）では、退職給付として、給与と勤務期間に基づいた一時金を支給します。

また、平成29年４月１日付で当社は、退職一時金制度を最終給与比例方式から従業員の勤続年数や役職等に応じて付

与されるポイントに基づいて給付額が計算されるポイント制に移行しております。

２．確定給付制度

(1）退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

 
前事業年度

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当事業年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

退職給付債務の期首残高 1,124,056千円 1,368,045千円

会計方針の変更による累積的影響額 － －

会計方針の変更を反映した期首残高 1,124,056 1,368,045

勤務費用 116,173 136,347

利息費用 11,960 5,387

数理計算上の差異の発生額 136,830 △22,131

過去勤務費用の発生額 － △182,550

退職給付の支払額 △20,973 △20,218

退職給付債務の期末残高 1,368,045 1,284,880

 

(2）退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当事業年度

（平成29年３月31日）

退職給付債務 1,368,045千円 1,284,880千円 

未積立退職給付債務 1,368,045 1,284,880

未認識数理計算上の差異 － －

未認識過去勤務費用 － 182,550

退職給付引当金 1,368,045 1,467,430

 

(3）退職給付費用及びその内訳項目の金額

 
前事業年度

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当事業年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

勤務費用 116,173千円 136,347千円

利息費用 11,960 5,387

数理計算上の差異の費用処理額 136,830 △22,131

確定給付制度に係る退職給付費用 264,963 119,603

 

(4）数理計算上の計算基礎に関する事項

主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表しております。）

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当事業年度

（平成29年３月31日）

割引率 0.4％ 0.6％
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

  前事業年度
（平成28年３月31日）

  当事業年度
（平成29年３月31日）

流動資産：     
繰延税金資産     
未払事業税否認額 109,640千円   109,558千円
未払費用否認 184,151   213,155
貸倒引当金繰入限度超過額 6,118   4,233
その他 5,103   4,944

繰延税金資産計 305,013   331,890
繰延税金資産の純額 305,013   331,890

固定資産：      
繰延税金資産      
会員権評価損否認額 39,476   39,476
退職給付引当金繰入超過額 418,698   449,104
投資有価証券評価益 554,640   554,640
投資有価証券評価損否認 507,295   399,005
その他 455,695   382,879

繰延税金資産計 1,975,806   1,825,107
繰延税金負債      
その他有価証券評価差額金 4,519,594   4,286,568

繰延税金負債計 4,519,594   4,286,568
繰延税金負債の純額 2,543,787   2,461,461

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成28年３月31日） 
 
 

当事業年度
（平成29年３月31日） 

法定実効税率 33.10％   法定実効税率と税効果会計適用後の法人
税等の負担率との間の差異が法定実効税
率の100分の5以下であるため注記を省略
しております。

（調整）    
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.45  

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.03  
住民税均等割 0.19  
過年度法人税等 1.22  
税率変更による繰延税金資産・負債の修正 1.09  
法人税額の特別控除額 △0.76  
その他 △0.45  
税効果会計適用後の法人税等の負担率 34.80  

 

（資産除去債務関係）

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

（1）当該資産除去債務の概要

本社及び支店等の不動産賃貸借契約書に伴う原状回復義務等であります。

（2）当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を取得から５～15年と見積り、割引率は国債流通利回りを使用して資産除去債務の金額を計算

しております。

（3）当該資産除去債務の総額の増減

 

前事業年度

（自 平成27年４月１日

至 平成28年３月31日）

当事業年度

（自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日）

期首残高 96,158千円 97,272千円

有形固定資産の取得に伴う増加額 － 25,181

時の経過による調整額 1,114 1,128

資産除去債務の履行による減少額 － －

その他増減額（△は減少） － －

期末残高 97,272 123,581
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（セグメント情報等）

セグメント情報

 前事業年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日） 

当社は、ソフトウェア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 当事業年度（自平成28年４月１日 至平成29年３月31日） 

当社は、ソフトウェア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

（持分法損益等）

１．関連会社に関する事項

 当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記

載を省略しております。

２．開示対象特別目的会社に関する事項

 当社は、開示対象特別目的会社を有しておりません。

（関連当事者情報）

関連当事者との取引

(1)財務諸表提出会社の親会社及び主要株主等

前事業年度（自 平成27年4月1日 至 平成28年3月31日） 

種類 
会社等の名
称又は氏名 

所在
地 

資本金又
は出資金 
(千円) 

事業の内容又
は職業 

議決権等の
所有（被所
有）割合 

（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容 

取引金額 
(千円) 科目 

期末残高 
（千円） 

その他

の関係

会社 

株式会社オ

ービック 

東京都

中央区 
19,178,800 

コンピュータの

システムインテ

グレーション事

業、システムサ

ポート事業 

(被所有) 

直接 36.2 

当社のソフト

ウェアプロダ

クトの販売 

役員の兼任 

営業取引 673 売掛金 345 

 

当事業年度（自 平成28年4月1日 至 平成29年3月31日） 

種類 
会社等の名
称又は氏名 

所在
地 

資本金又
は出資金 
(千円) 

事業の内容又
は職業 

議決権等の
所有（被所
有）割合 

（％） 

関連当事者
との関係 

取引の内容 
取引金額 
(千円) 

科目 
期末残高 
（千円） 

その他

の関係

会社 

株式会社オ

ービック 

東京都

中央区 
19,178,800 

コンピュータの

システムインテ

グレーション事

業、システムサ

ポート事業 

(被所有) 

直接 36.2 

当社のソフト

ウェアプロダ

クトの販売 

役員の兼任 

営業取引 2,492 売掛金 343 

 
(2)財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等 

前事業年度（自 平成27年4月1日 至 平成28年3月31日） 

種類 
会社等の名
称又は氏名 

所在
地 

資本金又
は出資金 
(千円) 

事業の内容又
は職業 

議決権等の
所有（被所
有）割合 

（％） 

関連当事者
との関係 

取引の内容 
取引金額 
(千円) 

科目 
期末残高 
（千円） 

その他

の関係

会社の

子会社 

㈱オービッ

クオフィス

オートメー

ション 

東京都

中央区 
320,000 

ＯＡ関連機器の

販売及び消耗品

の販売 

－ 

当社のソフト

ウェアプロダ

クトの販売 

役員の兼任 

営業取引 2,391,372 売掛金 1,037,208 

 

当事業年度（自 平成28年4月1日 至 平成29年3月31日） 

種類 会社等の名
称又は氏名 

所在
地 

資本金又
は出資金 
(千円) 

事業の内容又
は職業 

議決権等の
所有（被所
有）割合 

（％） 

関連当事者
との関係 

取引の内容 取引金額 
(千円) 

科目 期末残高 
（千円） 

その他

の関係

会社の

子会社 

㈱オービッ

クオフィス

オートメー

ション 

東京都

中央区 
320,000 

ＯＡ関連機器の

販売及び消耗品

の販売 

－ 

当社のソフト

ウェアプロダ

クトの販売 

役員の兼任 

営業取引 2,320,268 売掛金 1,153,689 
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 （注）１．上記(1)及び(2）の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれ

ております。 

２．取引条件ないし取引条件の決定方法等

市場の動向及び実勢価格を勘案して毎期価格交渉の上で決定しております。

３．株式会社オービックは、株式会社東京証券取引所市場第一部に上場しております。

（１株当たり情報）

項目
前事業年度

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当事業年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

１株当たり純資産額             2,541円93銭             2,661円96銭

１株当たり当期純利益金額        181円85銭        204円08銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

潜在株式調整後１株当たり当期純利

益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利

益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益（千円） 6,834,327 7,669,892

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 6,834,327 7,669,892

期中平均株式数（株） 37,582,238 37,582,133

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

５．その他

該当事項はありません。
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